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香山リカ氏の解釈改憲論

2015年04月26日







[image: キャプチャ]

きょうのニコニコ超会議のテーマは「憲法改正」。またいつもの無限ループになるかと思ったが、おもしろかったのは、香山リカ氏が「解釈改憲」に賛成したことだ（3：45：30以降）。








彼女が「自衛権は国の自然権だ」というので、私が「憲法第9条では戦力の保持を禁じているんだから、自衛隊も解散すべきじゃないの？」と質問したら、「今の自衛隊は認める」という。「それは自衛隊を合憲と認める解釈改憲ですね」と質問したら、彼女は答に詰まってしまった。

要するに問題は改憲か護憲かという1か0かの選択ではなく、程度の問題にすぎないのだ。自民党の改憲案のように自衛隊の名前を「国防軍」と変えるだけなら意味がないが、核戦争や非対称戦争のような今の憲法の想定していない戦争にどう対応するかについて憲法で規定する必要はあると思う。

しかし今の国会情勢では、第9条の改正は不可能だ。それより第59条を改正して衆議院の優越を明確にするほうが大事だが、これは参議院自民党が反対している。結論としては、解釈改憲でボチボチやっていくしかないだろう。













NYTの安倍首相についての報道は歪んでいる

2015年04月28日






NYTの「日本政府がメディアを圧迫している」とする記事ですが　Effort by Japan to Stifle News Media Is Working http://t.co/hItgd8aFs5　☆朝日新聞が謝罪に追い込まれた件も「吉田調書」を抜きに解説。歪んでいます。
— モーリー・ロバートソン (@gjmorley) 2015, 4月 27

NYTのファクラー東京支局長は、古賀茂明氏が報道ステーションから降ろされたことを「安倍政権の圧力だ」と報じているが、その根拠を何一つ示していない。彼は安倍政権が朝日グループを攻撃していると書いているが、これは逆である。一連の騒ぎの発端は、昨年8月に朝日新聞が慰安婦問題についての大誤報を「自白」したことに始まるのだ。









朝日新聞は第1次安倍政権を敵視し、若宮主筆は「安倍を攻撃することが朝日の社論だ」とのべた。しかし第2次安倍政権は慰安婦問題を調査する方針を表明し、これについて木村伊量元社長は脅威を覚え、事実を調査した（これは同社の第三者委員会の報告書に書かれている）。木村氏が安倍氏と会談して「慰安婦問題に決着をつける」と約束したことが、朝日新聞の社内では知られている。

つまり朝日グループが安倍政権に接近したことは事実だが、これはむしろ木村氏（および彼の同僚だった吉田慎一テレ朝社長）の政権との関係修復工作に起因しているのだ。彼らは報道に圧力をかけたのではなく、逆に今まで否定していた誤報を認め、偏見にもとづく「反安倍キャンペーン」を自粛したのである。

これをNYTが歪曲して報道する動機も理解できる。朝日新聞東京本社の社屋に支局を置く彼らは、朝日に追随して慰安婦問題について虚偽の報道を繰り返してきた。朝日の誤報を認めることは自社の責任問題にも発展するので、NYTは一貫してこれを「右派の安倍政権による朝日攻撃」と報じてきた。

しかし残念ながら、ファクラー記者の憶測を裏づける事実は、この記事には一つもあがっていない。出ているのは2人のコメンテーターの感想だけで、そのうち1人（上杉隆）は、テレビ番組で嘘をついて私の名誉を毀損し、裁判所に賠償を命じられた人物だ。ファクラーも、上杉と同じ病的な嘘つきであることを間接的に告白したのだろうか。













上杉隆は嘘つきである

2015年04月29日






上杉事件の訴訟は私が控訴したので、法的な決着は裁判所でつけるが、基本的な事実関係について上杉事務所が嘘をついているので、訂正しておく（裁判に関心のある人以外には無関係）。










上杉の私に対する訴訟については、以前の記事でも指摘したように、東京地裁（谷口園恵裁判長）の判決には「読売新聞社編集部」という架空の部署に私が問い合わせしなかったという明白な事実誤認があったので、私は即日控訴した。

私の反訴は、上の上杉wikiでも指摘されているように、MXで上杉が読売の記事のコピペを「著者調べ」と書いておきながら、「池田がツイートを改竄した」と嘘をついたことが名誉毀損にあたるという訴訟で、これについて判決は「原告[上杉]は、被告池田に対し、50万円を支払え」と書いており、上杉の全面敗訴である。

つまり裁判所は、上杉は嘘をついたので50万円の賠償をしろと命じたのだ。すでに上杉は「同じ情報番組内で、本件発言について、被告池田の削除されていないツイートについて削除されていると誤って伝えた旨の訂正放送」を行ない、一審でも事実関係は争わなかった。彼も時間稼ぎで控訴したようだが、二審でもこのまま確定するだろう。













読売新聞の大誤報「第五福竜丸」

2015年05月02日






[image: 核爆発災害 ―そのとき何が起こるのか (高田純の放射線防護学入門シリーズ)]

ニューズウィークにも書いたことだが、ビキニ環礁の核実験で被曝した第五福竜丸の久保山愛吉無線長の死因は肝炎である。放射線障害で肝炎になることはありえないので、彼の死因は「死の灰」ではなく、輸血で感染したウイルス性肝炎と推定される。

この事件を追跡した南海放送のドキュメンタリーが映画になり、日本記者クラブ賞を受賞したりしてまた話題になっているが、南海放送の行なった他の漁船の調査でも、発癌率は上昇していない。









しかし1954年3月に、この事件を読売新聞が「邦人漁夫　ビキニ原爆実験に遭遇　23名が原子病」というスクープで報じたため、久保山の死因が核実験の死の灰だという誤解が世界に広がった。本書はこの問題を世界各地で調査した高田純氏の報告書（復刊）だが、ソ連や中国の核実験では作業員が放射線障害になったケースもあるが、アメリカでそういう事例はない。

つまり第五福竜丸の悲劇の原因は核実験ではなく、輸血を行なった東大病院の医療過誤である疑いが強いのだ。しかし輸血を行なった医師が、その後、放射線医学総合研究所の所長になったため、この経緯は明らかにされなかった。放医研の調査結果が公表されたのは2000年代になってからで、ここでは輸血が原因と報告している。

この件については病理解剖の詳細なデータがあり、少なくとも久保山の死因が死の灰ではないことは100％確実である。したがって読売新聞の大スクープは誤報であり、専門家もそれを指摘してきた。しかし読売はそれに答えず、いまだに「語り継ぐ　福竜丸被曝６０年」といったキャンペーンを張っている。

慰安婦問題と同じく、いったん世界に広がった誤解を解くことは容易ではない。政府がやると「隠蔽工作」などと疑われて逆効果になることも、慰安婦で経験した。世界の誤解を解くには、まず読売がみずからの報道を検証し、第五福竜丸事件の真相を明らかにすべきだ。













「やらせ」について（第1回）

2015年05月02日








きのう収録した「そこまで言って委員会NP」では、クローズアップ現代の「やらせ」に話題が集中した。私は（かつてクロ現を担当した）関係者なのでくわしく説明したが、あすの放送では（放送時間の制約で）大幅にカットされると思う。この問題には誤解が多いので、整理しておきたい。長いので3回にわけ、2回目以降はリニューアルする有料メルマガ「池田信夫ブログマガジン」に掲載する（あすの初回はβ版なので無料）。









「やらせ」なしでドキュメンタリーはできない

問題の「追跡”出家詐欺”」をネットで見たが、これはやらせというより捏造の疑いがある。発端となった「ブローカー」だけではなく、相手の「多重債務者」も記者の8年来の知人で、過去に何度も別の番組で別の役を演じた「常連」だった。この多重債務者が偽物だとすると番組そのものが捏造だが、NHKの中間報告ではそこまでは認めていない。

コアになる「出家詐欺」という事実があったとしても、これはNHKも認めたように過剰演出だろう。しかしこれをやらせという言葉で、違法行為であるかのように批判するのは問題がある。この種の演出を厳格に排除すると、およそドキュメンタリー番組はつくれなくなってしまう。

そもそも、やらせという言葉はテレビ業界（少なくともNHK）では使わない。仕込みという。説明とインタビューだけでは番組が平板になるので、あらかじめ仕込んで人を集め、彼らが自然に行動しているように見せるのだ。今回のような単純な事件では、普通につくると企画ニュースで5分がせいぜいだから、30分のドキュメンタリーにするためには物語が必要なのだ。

私自身も、何度も仕込みをやったことがある。たとえば原発問題は、何も起こらないときは絵にならないので、反対運動のリーダーと仲よくなって、役所に抗議にいく予定などを教えてもらう。それがロケのスケジュールと合わないときは、合わせてもらって騒ぎを仕込むのだ。

有名な例では、NHKの歴史に残る名作「奇病のかげに」がある。これは1959年、まだ「公害」という言葉もなかった時代に、水俣で発生している奇病の原因が工場廃水に含まれる有機水銀ではないかと指摘したドキュメンタリーだが、上のタイトルバックで、震える手で水を飲んでいるのはPD（ディレクター）の小倉一郎である。

昔「新日本紀行」という長寿番組があったが、これにはインタビューがまったく出てこない。村の長老が話すときは、寄合の会話の中で村人どうしで話す。これはもちろんPDが仕込んでいるのだが、これをやらせと呼ぶとすると、「新日本紀行」は全部やらせ番組である。

ムスタンやらせ事件

紀行番組なら許されると思う人もいるかも知れないが、1993年2月に「ムスタンやらせ事件」というのが起こった。NHKスペシャル「禁断の王国・ムスタン」という番組の一部が「やらせ」であると朝日新聞が1面で報じたのだ。

ムスタンというのは独立王国ではなく、ネパールの奥地にある小さな村なのだが、世界で初めて撮影したという触れ込みで、いろいろな仕込みをやった。普通の道にアシスタントを使って上から岩を落とさせ、「取材陣は危険な岩の落ちてくる道を歩いて現地に入った」とナレーションをつけたり、スタッフが高山病で苦しむ演技をさせたりした。

いま思えば大した話ではないのだが、当時は民放がひどい捏造をやって「やらせ」という言葉が使われ始めたころだったので、朝日新聞が「NHKまでやらせをやっていた」という扱いで連日この問題を大きく取り上げ、あらゆるメディアがNHKに殺到した。

このとき私は、ちょうど3月の「放送記念日特集」を担当していた。これは年に1度、NHKが放送をテーマにする番組で、その年は「NHKの研究」というテーマで、評論家とか芸能人にNHKを取材させる企画を考えていたのだが、そこにこの事件が降ってきた。

私が会議で「こんなおもしろいネタはない。事件の真相を取材して、演出はどの程度まで許されるかを考えよう」と提案した。放送記念日特集というのは全社的な特別番組なので、会議に出席していた中で一般職はPDの私だけで、他は社内各部門の部長級以上だったが、会議室は静まり返ってだれも答えない。

これでOKになったと思っていたら、後から報道局の編集主幹（次長級）に呼ばれて「だめだ」という。「なぜだめなんですか。これが他の会社の事件だったら、NHKも取材するでしょう」と私がきくと、彼は「とにかくだめだ。これは会長室マターで、私にも判断できない」。 
　
その後、1週間ほど各部の幹部と協議したが、最終的に私の提案は却下され、私は番組を降りた。日本中がこの問題で大騒ぎになっているときに、それと何の関係もない「NHKの研究」なんて番組を出したら、バカだと思われるからだ。

しかし私が降りてからも騒ぎはどんどん大きくなり、ついにNHK初の「訂正放送」で会長が謝罪し、放送記念日特集では結局「ドキュメンタリーはどうあるべきか」というムスタン問題をテーマにした番組を放送した。出演した立花隆氏は「ただ事実を並べただけでドキュメントはできない。この程度の演出まで禁止すると、おもしろい番組にはならない」とコメントした。

郵政省はNHKに行政指導を行ない、NHKは担当したOというPDを懲戒解雇しようとしたが、Oは処分を拒否し、上司に「昔あなたも私のやったぐらいのことはやっただろう」と反撃した。彼は懲戒処分にはならず、次の異動で放送文化研究所に左遷され、定年までつとめた。

私がNHKをやめようと思ったきっかけは、この番組を降りたときだった。格好よくいえば、サラリーマンであることよりもジャーナリストであることを選んだわけだが、いつもは「情報公開」とか「説明責任」とか格好いいことをいっている上司が、自分の会社のことになると「ほっとけば世間も忘れる」などといって何も決めずに逃げ回る醜態を見て、いやになったのだ。













「やらせ」について（第2回）

2015年05月03日






「クロ現」のコンセプトに無理があった

1993年に「クローズアップ現代」が始まったとき、私はそのスタッフの1人だった。これが始まった一つの原因は、ドキュメンタリーという番組フォーマットの限界が見えてきたことだった。

かつてNHKのドキュメンタリーは、数々の名作を生み出した。初期の「日本の素顔」シリーズのころは録音ができなかったので、「奇病のかげに」のように映像にナレーションでをつけるスタイルだったが、マイクで録音できるようになると、インタビューが中心になった。しかしフィルム時代は1本3分といった限界があり、あまり複雑な構成はできなかった。

それがビデオ（ハンディカメラ）になってから長時間撮れるようになり、作り方がドラマ的になった。もともと日本のテレビは50年代の映画の黄金時代に放送が始まり、それが衰退するにつれて職を失った映画業界の人がテレビに流れてきたので、ドキュメンタリーにも映画的な物語を求める傾向があったが、これがビデオ化で強まったのだ。

しかし30分の物語にするには起承転結が必要で、そんなおもしろい話がそうあるものではない。このため70年代に45分の「NHK特集」が始まったとき、30分のドキュメンタリーはいったん終わったが、いろいろな形で情報番組が残った。これを各部がバラバラにつくるとネタが競合するので一本化しようというのが、クロ現の最初の発想だった。

こういう各部の情報番組の寄せ集めとして始まったので、当初のクロ現は週5本のうち2本は報道、1本は教養、1本は科学が担当し、残り1本は各局ローカル（東京の場合は「首都圏」）になった。時間は19時30分というゴールデンアワーのど真ん中の花形番組だが、現場には「毎週5本も本格的ドキュメンタリーをやるのは無理だ」という声が多かった。

NHKには世界中から情報が集まるのだからネタには困らないだろうといわれることが多いが、クロ現の提案会議はいつも難航した。ニュースはいくらでもあるが、30分の物語になるようなネタがないのだ。実際の放送時間は25分でスタジオが10分ぐらいあるので素材ビデオは15分程度だが、普通のニュースだと3分ぐらいで終わってしまう。

今回の出家詐欺は、「かんさい熱視線」というローカル番組の再利用だから、おそらく「大阪枠」として割り当てたのだと思う。ネタとしては5分の企画ニュースがせいぜいだから、ブローカーとの密談などの仕込みをしないと25分は埋まらない。要するに、30分のドキュメンタリーを毎日やるクロ現のコンセプトに無理があるのだ。















「やらせ」について（第3回）

2015年05月03日






ドキュメンタリーから24時間ニュースへ



こういう仕込みは、日本独自の演出である。世界のドキュメンタリーの主流は、上のCBSの「60ミニッツ」のように1コーナーが正味15分程度で、その半分ぐらいがビデオだ。すきまなくナレーションが入り、アップテンポの映像と短いインタビューを重ねて事実を解明してゆく。

ところが日本では、こういうドキュメンタリーは受けない。TBSが深夜に放送していた「60ミニッツ」もやめてしまった。日本の視聴者は、テレビに情報ではなく物語を求めるので、まったり映像中心に編集するガラパゴス的なドキュメンタリーでないとだめなのだ。

だから日本のテレビ番組は海外に売れないし、国際コンテストでも評価されない。たまに賞を取る番組は、海外向けにアップテンポに編集しなおし、ナレーションも倍ぐらいにして、びっしり入れる。「世界に通用するドキュメンタリー」をめざしてアップテンポでつくった「北極圏」というシリーズは、不評で日本版を作り直した。

根本的な問題は、そんなにたくさん完成度の高いドキュメンタリーが必要なのかということだ。NHK特集の手本になったBBCの「パノラマ」は、今は週1本30分である。BBCでもたまには1年ぐらいかけてつくった特別番組もあるが、Nスペのような「スペシャル番組」を毎週2本もやっている放送局は世界にない。おまけに週5本もクロ現をやるのは多すぎる。

インターネットでメディアが多様化した時代には、テレビの優位性は生放送で数千万人の人に見せられるということなのだから、極端にいえばCNNのような24時間ニュースだけでいいのだ。パッケージのドラマもドキュメンタリーもテレビ局が制作する必要はなく、プロダクションがつくってビデオやネット配信で売ればいい。

実は島桂次会長の時代には、こういう方向で改革が進んでいた。NHK本体には放送法の制約があるので、NHKエンタープライズと住友銀行との共同出資でMICO（国際メディア）という「メディア商社」をつくり、米ABCと共同でGNN（Global News Network）という衛星24時間ニュースで世界に情報発信する計画を島は発表した。GNNのキーステーションとして建設されたのが、今の千代田放送会館である。

島はMICOをNHKグループの中心にし、受信料制度の制約を超えてルパート・マードックのような情報コングロマリットをつくろうとしていた。地上波はやめて放送はBSに集約し、NHK本体には報道局だけを残して、番組制作局は民間に売却するつもりで、各部を「プロダクション」という名称にした。

しかし島の過激な改革は、NHK内の反発を呼んだ。彼に左遷された海老沢勝二氏は、島がNHKアメリカの裏金を7000万円以上横領していた証拠をつかんで脅し、1991年に彼を辞任に追い込んだ。表向きの理由は国会の虚偽答弁だったが、本当の理由は辞任と引き替えに背任事件を闇に葬ることだった。

そんなわけでGNNは頓挫し、MICOもほとんど実体のない孫会社になったが、いま思えば島の構想はインターネット時代も先取りしていた。ここまでメディアの多様化した時代に、ドラマやバラエティまで「公共放送」でつくる必要はない。

特に受信料という奇妙な制度のおかげで、国会が予算を承認するので、いつも政治的圧力を受ける。テレビをもっている人に受信契約を義務づける受信料制度は、民法の「契約自由の原則」に反するという批判があり、今年4月の最高裁判決では、NHKが敗訴した。

こうした経営問題はニューズウィークに書いたが、今回のやらせ問題をきっかけにしてNHKに政治的圧力をかけるのではなく、むしろ「クロ現」を週1本に縮小し、電波を整理してNHKを民間の有料放送にする改革を検討してはどうだろうか。















戦後日本の知識人（第5回）「自立した個人」への永遠のあこがれ

2015年05月03日






近代主義の3人の巨匠

[image: 社会科学における人間 (岩波新書)]

戦後の「近代主義」を代表する知識人といえば、丸山眞男、川島武宜、そして大塚久雄でしょう。大塚は、私の学生時代まではまだ『欧州経済史』などは教科書として使われ、彼が日本に紹介したウェーバーの『プロ倫』も必読書でした。それは単なる経済史学ではなく、西洋的な自立した個人というモデルを学問的に表現したものだったのです。

これは意外に寿命が長く、いまだに『プロ倫』は学生の必読書らしいが、学問的にはとっくに否定された話です。日本以外の国ではほとんど知られてもいない本がここまで有名になり、細密なウェーバー文献学が発達したのも、大塚の影響でしょう。

私の印象では、こういうウェーバー学者のかなりの部分は「隠れマルクシスト」だったと思います。社会科学としてのスケールからいうとマルクスのほうがはるかに大きく、ウェーバーはその亜流みたいなものですが、マルクスはそのイデオロギーがあまりにも先鋭的で、党派との関係などややこしい問題が多く、アカデミズムとは相性が悪い。

それに対してウェーバーは教養主義的で、近代的個人というインテリ好みの人間像なので、テーマにしやすい。特に大塚は「イギリス資本主義を生んだのは金貸しのような前期的資本主義ではなく独立生産者だった」と主張し、古来からある貨幣経済と近代イギリスの資本主義を区別しました。

日本でいえば、幕府の御用商人のような労働しない「前期的資本家」の利潤は経済が発達すると縮小して衰退するが、労働によって価値を生み出す産業資本家は、つねに剰余価値を生み出すことができるので世界に広がった、という話で、宇野経済学もこれに似た理論です。

英米型モデルを卒業するとき

これは素朴な労働価値説に比べると、地域間の価格差や商人資本などの歴史的な変遷を説明できる点ではすぐれていますが、史実には合わない。『資本主義の正体』でも紹介したように、イギリス資本主義の母体になったのは、海賊や奴隷貿易などの前期的資本主義でした。大塚が「独立生産者」のモデルとして紹介しているロビンソン・クルーソーは、奴隷商人だったのです。

このように個人主義を極端にモデル化したのが、新古典派経済学です。これもこれで意味はあったのですが、もう賞味期限は終わりでしょう。新興国がグローバル化する時代に、新古典派的な合理主義で説明できる部分はほとんどない。むしろ支配関係を基本に考えるマルクスのほうが役に立ちます。

むしろ最近のポストモダンの人々が批判するのは、ロビンソン的な近代的個人そのものが特殊英米的なモデルだという点です。フーコーは「主体」という概念が古代帝国やキリスト教によってつくられた概念であることを追究し、デリダは合理的個人を「主権者」とする近代社会の欺瞞を批判しました。

日本人も戦後、大塚の描いたような「強い個人」をあこがれとしてきましたが、よくも悪くも平均的な日本人はそういうロビンソン的な主体からはほど遠い。それなのにイギリス型の議会主義をまねることが「政治改革」だと思い込んで、失敗を繰り返してきました。そろそろわれわれも、英米モデルへの幻想を卒業して、自前の政治システムを考えるときでしょう。















私の音楽ライブラリー　Allison Moorer "Down to Believing"

2015年05月03日
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これまではEメールの制約で、古い（語るべきことの多い）アルバムに片寄っていましたが、これからは新譜も紹介します。このAllison Moorerは日本ではまったく無名ですが、ナッシュビルでは昔から地味に活動しており、Steve Earleの妻でもありました…といっても、日本ではカントリーというジャンルに人気がない。

でもこのアルバムは、女性カントリー・シンガーの作品としては、今や古典となったLucinda Williamsの"Car Wheels On A Gravel Road"以来の傑作だと思います。そしてジャケットのデザインもいい。何といっても、すごい美人！
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